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第 2 章では三種の材料すなわち軟鋼板， A e 合金 (5083材)およびオーステナイト・ステンレス鋼板
( s U S 310材)の突合せ溶接継手を対象として，残留応力におよぼす溶接諸条件の影響を熱弾塑
性パラメータを用いて明らかにし，与えられた溶接諸条件に対して残留応力分布を簡単に計算できる
算式を導いている。






第 4 章では鋼の相変態が溶接残留応力・溶接変形におよぼす影響について考察し，第 2 章，第 3 章
で導わた軟鋼板の溶接残留応力・溶接変形に関する算式を修正することによって高張力鋼の溶接残留
応力・溶接変形を与えられた溶接諸条件に対して求め得ることを明らかにしている。











ている。そしてこのパラメータを使用することにより，構造用鋼材， A e 合金およびオーステナイト
.ステンレス鋼の突合せ溶接継手における残留応力分布と収縮変形の実験値を系統的に整理できるこ
とを示している。さらにこの結果に基づいて 溶接による残留応力・ひずみ・収縮変形を与えられた
溶接諸条件から簡単に計算できる算式を与えている。
以上のように本論文は溶接による残留応力・ひずみ・収縮変形を推定するのに有益な指針を与えた
ものであって，溶接工学上寄与するところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと
認;める。
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